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第
３
回
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
（
以
下
区
推

進
協
）
が
、
12
月
11
日(

火)

に
稲
毛
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
会
議
開
催
に
先
立
ち
、
本
計
画
の
重
点
項
目
の
推
進
を

図
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
第
一
分
科
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
材
育
成
）（
以
下
「
第
一
会
」
と
い
う
。）、
第
二
分
科
会
（
安

心
カ
ー
ド
の
作
成
と
活
用
）
（
以
下
「
第
二
会
」
と
い
う
。
）

が
開
催
さ
れ
、
各
分
科
会
と
も
参
加
者
相
互
に
お
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
本
会
議
で
は
、
各
分
科
会
で
の
検
討
内
容
の
報

告
が
あ
り
、
第
一
会
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成
に

は
、
地
区
部
会
と
自
治
会
の
相
互
協
力
が
不
可
欠
」
で
あ
る

こ
と
や
「
新
た
な
担
い
手
確
保
の
難
し
さ
」
に
つ
い
て
、
第

二
会
で
は
、「
安
心
カ
ー
ド
の
更
な
る
活
用
の
た
め
の
広
報
強

化
や
問
題
意
識
の
共
有
」
、
「
安
心
カ
ー
ド
の
対
象
拡
充
（
障

害
者
や
子
ど
も
等
）
の
必
要
性
」
等
の
検
討
が
あ
っ
た
旨
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
だ
よ
り
の
愛
称
に
つ
い
て
、
事
務
局
よ
り
提
案

さ
れ
た
数
点
の
愛
称
案
を
多
数
決
し
た
結
果
、「
支
え
合
い
の

ま
ち 

稲
毛
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

第
４
回
区
推
進
協
は
、
平
成
25
年
２
月
28
日
（
木
）
に
稲

毛
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

本
会
議
前
の
第
一
会
、
第
二
会
で
は
、
過
去
２
回
の
分
科

会
実
施
内
容
の
振
り
返
り
か
ら
始
ま
り
、
委
員
相
互
に
お
い

て
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
、
意
見
等
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
、
こ
れ
ら
２
つ
の
重
点
項
目
を
継
続
し
て
取
り

組
む
方
策
と
し
て
、
第
一
会
で
は
「
本
来
は
隣
人
同
士
の
支

え
合
い
の
関
係
が
あ
れ
ば
人
材
育
成
は
足
り
る
。
そ
の
関
係

の
構
築
が
必
要
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
に
躊
躇
す
る

方
も
い
る
。
緩
や
か
な
関
わ
り
の
も
と
、
ゆ
く
ゆ
く
は
人
材

育
成
と
な
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
」、
第
二
会
で
は
「
安
心

カ
ー
ド
は
急
速
な
広
が
り
は
難
し
く
と
も
、
地
域
住
民
と
深

く
関
わ
る
町
内
自
治
会
の
理
解
、
協
力
の
も
と
、
徐
々
な
る

広
が
り
に
期
待
し
た
い
」「
区
推
進
協
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
広
報
や
、
住
民
が
集
ま
る
場
で
の
周
知
の
必
要
性
」
な
ど

の
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
他
、
事
務
局
か
ら
平
成
24
年
度
に
お
け
る
地
区
部
会
、

町
内
自
治
会
等
の
第
二
期
稲
毛
区
地
域
福
祉
計
画
に
係
る
実

践
状
況
の
報
告
、
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組

む
２
つ
の
重
点
項
目
「
活
動
の
中
核
と
な
れ
る
人
材
の
発
掘
」

「
災
害
時
に
対
応
し
た
地
域
住
民
の
研
鑚
を
図
る
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
委
員
各
位
了
承
の
も
と
、
今
年
度
最
後

の
区
推
進
協
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２４年度稲毛区地域福祉計画推進協議会 

第３回【12 月 11 日(火)】／第４回【2 月 28 日(木)】開催報告 

稲毛区地域福祉計画推進協議会だよりは 

「支え合いのまち 稲毛」 
の愛称となりました！ 

 

 

✪区推進協議会の目的・役割✪ 

（１）区 地 域 福 祉 計 画 の 取 組 状 況 の 把 握 

（２）地 域 福 祉 の 活 動 団 体 間 の 情 報 交 換 、 連 絡 調 整 

（３）行 政 機 関 や 社 会 福 祉 協 議 会 と の 連 絡 調 整 

（４）区 の 地 域 福 祉 計 画 に 関 す る 広 報 

 

支え合いのまち 稲毛 
    稲毛区地域福祉計画推進協議会だより No.14 

 

 

平成 25 年 3 月 15 日発行 

編集：稲毛区地域福祉計画推進協議会事務局 

稲毛区穴川 4-12-4（稲毛保健福祉センター内） 

TEL: 043-284-6282 FAX: 043-284-6193 

「花の都・ちば」 

シンボルキャラクター 

      ちはなちゃん 

   
（第 3 回推進協本会議） （第 3 回第一分科会） （第 3 回第二分科会） 
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３０１地区部会（作草部・天台地域）では、ボランティア推

進校でもある都賀小学校と協力し、４年生から６年生の児童が

地域に住む独り暮らしの高齢者に、クリスマスカードを送る活

動を続けています。 

 児童が工夫を凝らして作ったクリスマスカードを預かり、民

生委員児童委員さんを通して、地域の高齢者にクリスマスカー

ドを届けます。 

恒例となっているクリスマスカード作りについて、実際に

カードを作っている児童達の声を紹介します。 

「私はクリスマスカードを作っている時に、改めて地域の人

たちにお世話になっているなと思いました。感謝の気持ちが伝

わるように工夫して作りました。楽しい気持ちになるといいな

と思いました。（５年生）」 

「クリスマスカードを作っている時、わたしはお年

寄りの方に喜んでもらえるとうれしいなと思ったので、

楽しいしかけやたくさんのメッセージを書きました。

完成してどのような方にわたって喜んでくれるのか、

ドキドキしました。そして、たくさんのお年寄りの方

にクリスマスカードがとどいたら、手紙などをくれて

すごくうれしくて、書いてよかったなと思いました。

５年生でもまた書きたいです（４年生）」 

「今回のクリスマスカードはどうでしたか？わたし

は、地域の方がわたし達の作ったクリスマスカードを

見て、喜んでくれる姿を想像しながらカードを作りま

した。わたし達６年生はもうすぐ小学校を卒業します。

６年間いろいろなところで地域の方々にささえてもら

い、本当にありがとうございました。（６年生）」 

 毎年、クリスマスカードを楽しみにしている高齢者の方も多く、クリスマスカードを送ってくれた児童達

へお礼の手紙を送ってくださる方もいます。 

 こうした地域の児童と独り暮らしの高齢者との間で、暖かい心の交流が今後とも末永く続いていくことを

願っています。 

 
  

千葉市社会福祉協議会稲丘地区部会の「正月行事」が、１月１２日（土）

に稲丘小学校体育館、校庭にて行われました。お天気に恵まれ、穏やか

な日で「正月行事」には絶好な一日となりました。 

 子供たちは、杵を持ってお餅をつき、つきたてのお餅を味わったり、

凧揚げ、羽つき、福笑い・カルタ取りなどの昔の正月遊びを楽しみまし

た。沢山の歓声と笑顔がありました。役員、そして当日の協力者１３５

名と先生方をはじめ、大勢の方々がご協力くださり、大きな行事を成し

遂げることができました。総勢６００名を越える稲丘地区部会の「正月

行事」は、「正月行事」実行委員会を立ち上げて、地区部会常任理事・各

町内輪番の当番庶務・ＰＴＡ担当者（５０名）・各町内自治会選出の担当

役員・その他の方々と会議を重ね準備をしてきました。 

 

稲丘地区部会 

３０１（作草部・天台）地区部会 

 

 

 

（上手に福笑いができたかな？） 

（心のこもったカードを預かります） 

（冬に届く暖かい贈り物です） 



               支え合いのまち 稲毛 （稲毛区地域福祉計画推進協議会だより）        （3） 
 

 

 地域の方々にも「正月行事」が浸透してきており、今年

は嬉しいことに地域からの協力者が増えました。 

行事を通して地域との繋がりが持て、地域みんなでひと

つの行事に取り組むことができました。有り難い思いで一

杯です。そして“地域全員知人運動”・助け合い、支え合

いの仕組み作りが、徐々に出来上がってきていると思いま

した。私も顔見知りの方が増え、挨拶の輪が広がっていま

す。 

「正月行事」担当庶務をや

らせて頂き、不安のある中、

井村会長から「ひとりじゃな

いよ、みんなでやるのだから」の言葉に励まされてきました。みんなの力の大き

さを感じ、そして先輩方の手際の良さに驚き、懐の深さを感じ、対処の仕方を見

聞きして、私自身学ぶことが沢山ありました。みんなに助けられて、今年の「正

月行事」が何事もなく安全に終わることができ、感謝の気持ちで一杯です。 

（稲丘地区部会「正月行事」実行委員会庶務係 田中美登里） 

 

 

 

 
  

 児童母子福祉委員会主催の“ふれあい広場”を２月２４日（日）に開催しま

した。地域の小学１年生から６年生の子どもたちに「みんなで楽しく遊ぼう」

と御案内を出して参加希望を募り、当日は約１００名の子どもたちが集まりま

した。稲毛公民館を借り切り、この日１日は子どもたちに開放していただき、

１日中子どもの声が響き渡りました。 

裏庭の「お餅つき大会」では３０キロのお餅つきを行い、子どもも順番につきました。稲毛中学校の生徒

の手伝いもあり、からみ餅・きな粉餅・お雑煮と楽しい語らいの中で食べました。 

また、珍しい工作として、地域の遠藤さんの指導で「カエルの親子」を、地域で育った青竹で目をボンド

でつけて作りました。これまでのふれあい広場では、紙玉鉄砲・竹馬・浅

間神社の飾り等を作りました。 

調理教室では、地域の食文化「浅間まんじゅう」を作りました。希望者

が５０名もおり、調理教室が狭く大変でしたが、子どもたちは「作り方を

覚えて帰り、家で作りたい」と大騒ぎで取り組みました。昔遊びのコーナー

もあり、稲毛小の子どもたちの作った

「カルタ」遊び・陣取りゲーム・ペッ

トキャップ等、地域のおじさんと元気

に遊びました。 

また、紙工作として「なんでも走らせるマシーン」も作り、走る競争

もしました。そろそろ遊び疲れ、お餅つきも終わり、みんなで食事の時

間を迎えると、お腹と相談しながら好きなお餅をいただきました。さす

が、子どもも地域の役員も「おいしい」と顔がほころびました。応援の

学校の先生方も、社協の職員も負けずに頬張っている姿は、頼もしかっ

たです。閉会式では、子どもたちからの「ありがとう」の言葉に役員の

疲れも取れる思いでした。 

１人ひとりに作った工作や、浅間まんじゅうのお土産をもらい「お母さんに食べさせてあげる！」と元気

に帰っていきました。この子どもたちが、元気に健康で幸せな毎日が送れたらと願いつつ、大人と子どもの

絆ができた１日となりました。                     （稲毛地区部会長 飯田禮子） 

稲毛地区部会 

 

 

 

（みんなで食べるお餅はおいしいね！） 

（力を込めてヨイショッ！） 

（青竹で作ったカエルの親子） 

（なんでも走らせるマシーンに夢中） 

 

 
（まんじゅう作りも大人気！） 
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現在、稲毛区内でも導入する地区が増えている「安心

カード」について取り上げます。 

この「安心カード」とはどのようなものかと簡単にご 

説明しますと、万が一の緊急時に安全と安心を確保する 

ため、医療情報（病歴やかかりつけの病院）・薬剤情報（服

薬名）など、本人に関する情報を記入して専用の容器に 

入れたものです。（保管の方法はいくつか方法があります

が、ここでは冷蔵庫に保管する方法を紹介します。） 

 よく用いられる方法として、冷蔵庫に保管する方法が 

あります。かけつけた救急隊員等がすぐに安心カードを 

探し出すことができるように冷蔵庫に保管します。冷蔵 

庫はどの家庭にもあり、キッチンを探すことで容易に探 

し出せるうえ、急病の時だけでなく地震などの災害の場 

合でも、壊れずに情報を保管することができる等の理由 

から、保管場所に冷蔵庫を選ぶケースも多いようです。 

安心カードを保管している冷蔵庫のドアにはシールな

どを貼り、わかりやすくしていることも多いようです。 

救急隊員は冷蔵庫から安心カードを取り出し、医療情報 

を確認することで適切な救護の手を差し伸べることができます。また、病院や親戚などといち早く連絡を取

ることができ、協力を得ることができます。 

 冷蔵庫に保管する際には、プラスチック製の筒型

の容器に入れられている場合が多く、飲み物などを

入れ 

る場所に収まり、安心カードも汚れず収納しやすい

の 

が理由のようです。 

地域の消防署や警察と協力・連携することにより、 

その効果をあげています。 

 万一に備え、みなさんの地区も「安心カード」を 

始めてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇◇◇◇◇ 編 集 後 記 ◇◇◇◇◇◇◇                 

  

東日本大震災のあった３月に防災関連の事業を行うところが増えています。 

いつ起こるかわからない災害に備え、自分たちができることを最大限準備しておくことが大切です。 

建物の耐震や非常用の食糧の用意などと同時に大切なのが地域づくりです。いざという時に助け合え 

る地域を作るのは、日ごろからの交流です。今回は地域での楽しいイベントを紹介しています。あなた 

の地域ではどんな工夫をされていますか？ 

（広報委員 矢田房子） 

 

 

 
（参考：第二あやめ台町内会の安心カード） 

 

医療・服薬に関することや、緊急連絡先などを記入 

した安心カードを容器に入れ、冷蔵庫に保管する。 

（安心カード） （容器） 

（冷蔵庫） 


